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１．概要（Summary） 

ファイバーバンドルの作製のために、マルチシースフロ

ーデバイスが必要である。今回、マルチシースフローデバ

イスの作製を目指し、早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機

構（NTRC）のダイシングソー、UV 露光装置を利用して、

マルチシースフローデバイスを作った。また、簡易 SEM

を使用して、ファイバーの形状を観察し写真を撮った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ダイシングソー、両面マスクアライナ、簡易 SEM (キーエ

ンス) 

【実験方法】 

ダイシングソーでシリコンウェーハを 50ｍｍ×50ｍｍの

大きさに切り、両面マスクアライナを用いてリソグラフィを行

った。その後、PDMS デバイスを作製し、流体実験を行っ

てファイバーを作製した。その後、簡易 SEM を用いてフ

ァイバーの形状を観察し、写真を撮った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

流速 3 μm/min の場合のファイバー中部の形状を Fig. 

1 に示す。Fig. 1 から推測される断面を Fig. 2 に示す

理想のバンドル断面を Fig. 3 に示す。バンドル形成は

できたが理想の形は実現されておらず改善の余地があ

る。 

 
Fig. 1 Shape of the middle part of the fiber 

when the flow rate is 3 ㎛ / min 

 

 
Fig. 2 Inferred section 

 

 
Fig. 3 Ideal cross section 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・参考文献：[1]Yoon D.H., Kobayashi K., Tanaka D., 

Sekiguchi T., Shoji S. Lab Chip. 2017;17:1481–1486 

・用語の説明 

ファイバーバンドル：多数のシングルファイバーを束ねたフ

ァイバーのことである。マルチシースフローデバイスは、

Fig. 4に示すような3Dマイクロ流体デバイスの一種であ

る。 

 

Fig. 4 Multi-sheath flow device 
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